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関西大学独逸文学会行事記録
（昭和40年10月～41年9月）
昭和40年11月7日第23回研究発表会
研究発表
1． 「カフカの『ある闘いの記録』の構成の問題」 植松健郎
2． 「ドイツは未だ詩人と思索家の国であるか」 小川 悟
出席者28名
× × ×
昭和41年4月11日Bochl'm大学教授H.J.Schrimpf博士講演会
講演題目:,,BUrgerlichesundsozialistischesTheater;
LessingundBrechtCs 出席者58名
× × ×
昭和41年6月5日昭和41年度総会ならびに第24回研究発表会
総会議事
(a)報告事項（庶務，会計，編集）
(b)新会長承認 (cl会則改正（巻末会則参照）
研究発表
「トーマス・マンにおける『音楽』と『政治』の問題一『非政治的人
間の考察』の位置づけについて」 下程 息
「独逸文学」,11号合評
出席者45名
第13号投稿について
枚 数 400字詰50枚以内，横書きで完全原稿
(ドイツ文の場合は8000語以内）
ドイツ文500語程度
(本文がドイツ文の場合は， レジュメ不要）
昭和42年4月30日（予定枚数明示）
昭和42年8月31日
吹田市千里山関大文学部独文研究室内
関西大学独逸文学会
’
レジュメ
???????
関西大学独逸文学会会則昭和41年12月現在
??????
本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかることを目的とす
る
本学会の前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行なう
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
本会は次の会員で組織する
1． 本学独文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3・ 本学独逸文学科学生
4． 本学学生並びに卒業生中の有志者
本学会は会長一名・委員及び幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2． 会長は委員会が委員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中から若干名を選
び委員会が委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
会費は年額五百円とする
本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕 会費年額五百円（第七条）は昭和40年度よりとし，
39年度以前入学の学部学生の会費は据置とする
第3条
第4条
第5条
????????? ?
編集後記
内藤好文・内山貞三郎両先生は， この春そろって関西大学を定年退職なさいまし
た。一昨年の「高尾教授古稀記念号」に引き続き，今度もおこ方の「古稀」をお祝
いして特別号を出したいというのは，私ども研究室一同の昨年よりの念願でしたが，
計画してから一年半， ここにやっと発刊の運びとなりました。
ご覧のとおり，お二人の先生にそれぞれ捧げるものとして， この十二号は二つの
分冊の体裁となっています。両教授にもご執筆をお願いしましたところ，お忙しい
中にもかかわらず快くご承諾下さって，各冊とも貴重な玉稿で巻頭を飾ることがで
きました。お二方に厚くお礼を申しあげます。なお， 「内山貞三郎教授古稀記念号」
のほうは文学， 「内藤好文教授古稀記念号」のほうは語学特集という形をとること
になりました。これは編集の都合から，集まった原稿を見て，委員の話し合いによ
ったものです。なおどちらの分冊に掲載するかは，執筆者各位には，編集委員に一
任というご諒解をあらかじめ得ています。ここで，あらためておことわりしておき
ます。
本学会の会長上道教授には各号の序文をお書き願い， また丸山教授に両先生のお
写真を撮っていただきました。企画その他にあずかったのは関西大学独逸文学研究
室全休ですが，編集の実際にあたって， ことに諸沢さんに雑務で何かと煩わせまし
た。また講師のWernerRilz先生には，ご自身の寄稿以外にいろいろとお力添え
を得ました。心から感謝の意を表する次第です。
「実行委員」は，和田・小川・植松・藤井の四名です。 （藤井）
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